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研究成果の概要（和文）：　2011年に発生した福島第１原発(1F)の事故が福島で生活する母子にどのような心理
的影響を与えたのかを明らかにすることを研究の目的とした。
　1F事故による放射能汚染に起因すると考えられる放射線不安や心理的ストレスは福島で暮らす母子に少なくと
も事故後5年間は継続して観察された。チェルノブイリ事故当時，小さな子どもの母親であり現在50歳代の女性
は，事故後30年が経過した時点でも心理的不安やストレスが強かったことから，福島でも心理的影響の長期化が
懸念される。
　ポジティブ心理学の考え方を援用した心理プログラムの利用により原発災害の被災地で暮らす母親の精神健康
度や幸福感が上昇する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　This study aimed to clarify the psychological effects of the 2011 accident
 at the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant (1F) on mothers and children living in the area.
　Mothers and children living in Fukushima Prefecture were continuously monitored for at least five 
years after 1F accident, and their worries about potential radioactive contamination due to the 
disaster and psychological stress were examined. Even 30 years after the Chernobyl disaster, mothers
 of young children at the time of the study still had intense psychological anxiety and stress in 
their fifties: given the similarity of the events, prolonged mental health effects are a major 
concern in Fukushima as well.The findings demonstrated the promise of a psychological program that 
incorporates concepts from positive psychology for improving the mental health and subjective 
well-being of mothers living in the area affected by the nuclear disaster.
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１．研究開始当初の背景 
福島第1原発の事故は福島県の広い地域を
放射性物質で汚染し，多くの住民に子どもの
健康被害への不安を与えた。放射線による子
どもの健康被害は影響が現れる時期の予測
が難しいという特徴を持つため，本人や親に
強い不安とストレスを長期間与え続ける。こ
のような状況は親と子の心理的健康や子ど
もの発達にネガティブで深刻な影響を及ぼ
すと予測される。原発災害を経験した福島県
では身体的健康被害と同時に心理的発達的
被害を最小化するための取り組みが不可欠
であった。 
しかし，放射線被ばくへの不安が心理的健
康や発達に影響する仕組みがわかっていな
い現状では，科学的根拠に基づいた支援策を
提供することはできない。我々はまず福島で
暮らす母子の放射線不安やストレスの現状
を心理学的に測定し，その心理学的なメカニ
ズムにアプローチする必要があると考えた。
また原発災害による心理的影響が長期化する
可能性を考え，チェルノブイリ事故被災者に
おける心理的影響の30年後の実態を探ること
は，福島の被災者に見られる原発事故による
心理的影響の長期的展望に役立つと考えた。
さらに，原発災害の心理的影響を最小化する
方法の開発の必要があると考えた。 

 
２．研究の目的 
 本研究ではまず，①福島で暮らしている母
子に原発災害がどのような心理的影響を与
えたのかを評価した。また，②1986 年に発生
したチェルノブイリ事故が，事故後 30 年が
経過したウクライナの人々にどのような影
響を与えているのかを調査することにより，
原発事故による心理的影響の長期化の可能
性について探った。さらに，③ポジティブ心
理学を援用した心理プログラムを利用し，被
災地で暮らす母親への効果を評価した。 
 
３．研究の方法 
(1)原発災害が福島の母子に与えた心理的影
響に関する調査 
 2014 年度および 2015 年度に福島県内で生
活している母子を対象に，放射線不安や放射
線ストレスを中心に尋ねる質問紙を実施し，
2011 年度から行ってきた調査の結果と比較
した。また，2016 年と 2017 年には放射線の
健康影響への不安や食品購入への不安など，
被災者のリスク認知についても調べた。 
 
(2)事故後 30年が経過したウクライナにおけ
るチェルノブイリ事故の心理的影響の現在
に関する研究 
 2016 年 9 月から 11 月に，ウクライナに居
住する 30 歳代および 50 歳代で，チェルノブ
イリ事故当時，原発から 100Km 圏内に居住し
ていた男女を対象に，現在の放射線不安やス
トレス，精神健康度および幸福感について評
価した。 

 
(3)ポジティブ心理学を利用した心理プログ
ラムの精神健康回復効果に関する検討 
 ポジティブ心理学におけるスリー・グッ
ド・シングスを，小さな子どもをもつ母親用
にアレンジした方法を利用して，福島県内で
子育てしている母親を対象に実施した。調査
対象者には事前説明会に参加いただき，自分
の身の回りで起こった「感謝したいと感じた
できごと」「愛を感じたできごと」を一日 3
個ずつ思い出し，1 週間，毎日ノートに記録
させた。 
 
４．研究成果 
(1)原発災害が福島の母子に与えた心理的影
響に関する調査 
 原発事故が起こった2011年，あるいは2012
年に実施した調査結果と比較して，福島の母
子の放射線不安や心理的ストレスは減弱す
る傾向が見られた。しかし，他県と比較する
と事故から3から４年が経過した時点でも福
島の母子の放射線不安および心理的ストレ
スは他県の母子よりも高いこともわかった。
事故前後に生まれた子どもと母親について，
母親の原発・放射能への不安が母親のストレ
スレベルを高め，母親の親行動をネガティブ
な方向に変化させ，子どもに影響を与えてい
る可能性が示唆された。 
 
(2)事故後 30年が経過したウクライナにおけ
るチェルノブイリ事故の心理的影響の現在
に関する研究 
 子どものいる女性を分析対象としたとこ
ろ，ウクライナの女性の放射線不安やストレ
スは，同時に実施した福島の母親のそれと比
較し有意に高く，特にチェルノブイリ事故当
時，小さな子どもの母親で現在 50 歳代の女
性の放射線不安やストレスが現在でも顕著
に高いことがわかった。ウクライナ側調査協
力者によれば，50 歳代女性にとってはチェル
ノブイリ事故の経験が現在でも人生の中で
もっとも大きなネガティブな経験となって
おり，その影響が 30 年以上にわたり続いて
いる可能性を指摘した。このことから，母親
であることが原発事故における大きなリス
クファクタと考えられ，福島の母親の心理的
影響は長期に及ぶ可能性が考えられた。 
 
(3)ポジティブ心理学を利用した心理プログ
ラムの精神健康回復効果に関する検討 
 福島県双葉町，および NPO 法人ビーンズ福
島の協力を得て調査を実施した。プログラム
の参加者は 9 名で，2 回開催されたグループ
ワークの両日に参加できた母親は6名であっ
た。プログラムの前後で幸福感，ストレス反
応，放射線不安等を測定した。データには個
人差が大きく反映され，明確な効果は確認で
きていないが，ポジティブなエピソードを多
く報告した参加者は自己肯定感が高まり，自
己肯定感が高いほどグループワーク終了後



の幸福感も高い傾向が見られた。 
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